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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2020年８月７日に公表いたしました2021年３月期通期の業績予想を下記のとおり修正いたしまし

たので、お知らせいたします。 

また、この業績予想の修正に伴う配当予想の修正はございません。 

 

記 

１.2021 年３月期通期連結業績予想値の修正（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 7,300 1,100 1,100 300 28.51 

今回修正予想（Ｂ） 7,500 1,400 1,400 600 56.84 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 200 300 300 300 － 

増 減 率（％） 2.7 27.3 27.3 100.0 － 

(ご参考)前期実績 
8,770 1,994 1,798 1,157 99.82 

(2020年３月期) 

 

２.修正の理由 

2020年11月12日付「第２四半期累計期間の連結業績予想値と決算値との差異に関するお知らせ」にて記

載いたしましたとおり、当第２四半期連結累計期間におきまして、版画等の発送が計画以上に推移できた

こと、新型コロナウイルス感染症に関連する費用を売上原価・販売費及び一般管理費から特別損失に211

百万円振り替えたことなどにより、売上高、営業利益、経常利益は、前回発表の予想を上回る結果となり

ました。また、特別利益に雇用調整助成金の入金、有価証券売却益の計上などにより、親会社株主に帰属

する四半期純利益は前回発表の予想を上回る結果となりました。 

当第２四半期連結累計期間の結果を反映し、また、版画等の発送が順調に推移することを見込み、売上

高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は前回発表予想を上回る見込みであります。 

依然として新型コロナウイルス感染症の影響は不透明であり、連結業績予想を正確に算出することは困

難ではありますが、現時点で入手可能な情報や一定の前提等に基づき算出した結果として、本日、公表す

るものであります。 

 

（新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言等の影響及び当該事象による今後の事業等のリスクについて） 

当該事象による今後の事業等のリスクにつきましては、緊急事態宣言（休業要請）等により、催事（イ

ベント等）の開催制限や施設の使用制限等が再度発生した場合には、版画の展示販売会の開催中止、ホッ

トヨガ事業・フィットネス事業の店舗の休業の発生により、売上高が減少する可能性がございます。 

 

今後の状況の変化によって、今期の連結業績予想に関して開示すべき重要な事象等が生じた場合には、

速やかに公表いたします。 

 
※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の様々な

要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


